
 

 

やさしいまなざしと話しかけ 

 

 

 卵を産むだけで、あとはほったらかしの昆虫や、生まれてすぐ立って歩く草食動物の子

ども達からみれば、人間の子どもはなんと手がかかることでしょう！人間の子どもは、「生

理的早産」で生まれてくるといいます。それは、生まれて１年近くは、完全に人の力を借

りなければ生きていけないからです。０,１,２歳児の頃までの子育ては、本当に手がかかる

ようになっているのは、むしろ、「手をかけなければ育たないように人間は創られている」

ということだろうと思います。 

 では、手をかけるとは、どういうことをいうのでしょうか？ 

泣いたらおっぱいをあげ、おむつがぬれていたら替えてあげる…これは勿論のことですが、

これだけで人間として育つのでしょうか？オオカミによって育てられたアマラとカマラの

話は、日本ではとても有名ですが、人の手によって育てられなければ、「人」にはなれない

ことも教えられます。では、「人」になるために、最低限のお世話以外に何が必要かと言え

ば、愛情のこもったまなざしで見つめ、話しかけることだろうと思います。 

 「こんな小さな何もわからん子に話もできん子に、何を話しかければいいのかな？」と

いう質問がよくあります。 

 話しかけの第一は、やさしい声で、じっと目を見て、「○○ちゃん」と名前を呼ぶことか

ら始まります。その時に、話しかけた人が笑顔であるなら最高です。赤ちゃんは手足をバ

タバタさせて喜ぶことでしょう。そうしたら、またじっと目を見て、「うれしいんやね、○

○ちゃん」と話しかけます。こんなことを繰り返していると、お母さんを見ただけで、手

足をバタバタさせて喜ぶようになります。その時に、「お母さんですよ。」「ミルクができま

したよ」「お待ちどおさま」「おなかがすいたね」「ねんねしたいね、ねむいね」「おむつを

替えてすっきりしたね」と伝えていきます。赤ちゃんの視野はそんなに広くないので、ま

だ遠くの景色や遠くの人を見るのは難しいのです。ですから、はじめは赤ちゃんの身の回

り、赤ちゃんにおきていることから話しかけていきます。 

 それから、身近な単語を伝えることがはじまります。「ねこ」「わんわん」「おにいちゃん」

「おじいちゃん」などと伝えていきます。こうして手をかけられ、言葉をかけられ、そし

て、やさしいまなざしで見つめられて、人間は「人」になっていくのだと思います。 

 共働きで、とても忙しい毎日ですが、１日のうちでほんの数分でいいですから、目を見

て、その子１人のために話しかけ、その子１人のためにほほえみかける、そんな時を大切

にしていただけると、子ども達はとても幸せです。 


